
市民と議会との語る会実施報告書 

    

日 時 令和 6 年１1 月２1 日(木曜日) 午後 7 時から 8 時 30 分 

会 場 西公民館 

出 席 議 員 土田議員、砂田議員、橋本議員、川崎俊之議員、題佛議員、城戸議員 

参 加 者 ( 市 民 )  22 名 

開会挨拶・司会・記録 

司   会： 土田議員 

議会報告： 砂田議員 

記   録： 橋本議員 

【１部】 

定例会概要報告等 

（報告者） 砂田議員 

Ｑ：紫式部ブームが一時的でないように大河ドラマ館の一部を残して欲しい。 

Ａ：越前和紙が取り上げられていたので、書の文化等を拡大していくように聞いてい

る。 

Q:本興寺内の発掘で貴重なものが出てきたら観光資源として活用したらどうか。 

A:まだ、そのようなものは出ていないと聞いている。 

Ｑ：大河ドラマ館の検証が必要では。 

Ａ：V チューバーなども検証が必要と認識している。 

 

【２部】 

意見交換会 

（１グループ） 

進行：川崎俊之議員 

記録：土田議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 区長をはじめ、町内や地域の役員のなり手がいない。ライフスタイルが変わり、６０

才を過ぎても、６５歳から 70 歳ぐらいまでは、仕事をしている。以前と違って、市や

各団体から、「町内から１名出してください」と言われても、仕事があり、受けてくれる

ものがいない。他人に役をお願いするのは大変である。ひいては、区長が何役も受

けざるを得なくなったり、妻に無理やり頼んだりしている。これでは、区長のなり手も

なくなる。 

柔軟な対応をお願いしたい。区長に何でも言ってくる。市の下請けではない。地域

の自治ができるようにして欲しい。 

民生委員にも何でも言ってきている。これでは、民生委員もなり手がなくなる。改善

してほしい。 

A 改善を促していく。 

Q 山田市長の評価はどうか。 

A よくやっていると思う。 

Q 支援を必要とする方に対する福祉と災害時との連携がよくできていない。福祉の要

介護者や障がい者と災害時の要支援者が、本来ならかぶってくるはずである。地

域では、共に支援対象となる。もっと連携を。 

A 地域への情報提供は、個人情報の保護の観点から、本人の同意が必要。要介護

者や障がい者に、必ずしも適切に伝わっておらず、十分に生かされていない。法

改正により、命に関わるときは、情報開示が認められたが、これらの助け合いは、常

日頃からの認識が大切である。課題であり、改善が必要である。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２グループ） 

進行：題仏議員 

記録：橋本議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３グループ） 

進行：城戸議員 

記録：砂田議員 

 

 

 

 

Ｑ地元の子供が卒業後、地元に帰ってこない。地元の大きな会社ばかりでなく、中小

事業所の PR をしてほしい。 

A 多様な魅力を伝えていく。 

Ｑ新幹線越前たけふ駅前の道の駅について、もっと地域の特産を出すべき。農家か

ら直接農産物を出したり、漁港直送の海産物など、特徴を出さないと魅力がない。

魅力を活かさないのは、もったいない。 

A さらに地元の魅力が伝わる取り組みを促す。 

Ｑ先日、有機栽培のフェアに行ったがよかった。県内トップの栽培面積で、本市は県

のモデル地区にも指定されているとの事。私が住んでいる近くでも蛍が戻ってき

た。今後もどんどん進めてほしい。 

A 有機農業拡大プロジェクトとして推進している。ご意見を励みに今後も推進する。 

 

 

Ｑ：新幹線たけふ駅の駐車場はどうなっている。満車ばかりである。  

Ａ：大きな問題となっていることは事実である。連泊している車もあり、早急な調査が必

要と考えている。 

Ｑ：朝7時頃でも満車になっている。週3回乗っているが、いつも満車になっている。。 

Ａ：無料なので市外から来ていると思う。無料は魅力的だが、有料化が必要ではない

かという話もある。公会堂の駐車場も問題がある。 

Ｑ：空き家は増える一方である。マッチングの取り組みが必要ではないか。 

持ち主の管理が曖昧になっている。台風の後が大変なことになっている。空き家の

管理者に管理の強化を求めてほしい。 

Ａ：まちなかは一人世帯が多い。権利関係が難しい。行政だけでは難しいのでなかな

か厳しい。 

Ｑ：古い空き家の解体の強制執行はできないのか。そういった事例はないのか。 

Ａ：今のところ越前市ではありません。 

Ｑ：本多一丁目は若い人は帰ってこない。市外にも出ている。街中は便利が良い地

域であるので、集合住宅ができないか。 

Ａ：いいアイデアである。 

Ｑ： 河濯線の歩道がなく、草が生えている所があり自転車が危ない。 

Ａ： 歩道計画を報告するようにする。 

Q: 河濯線と県道の交差点のところに看板がある撤去してほしい。 

A: 確認して報告する。 

 

【教育】 

Q:西小学校の校庭を整備して欲しい。水はけがとても悪く、前日の悪天候により地区

体育大会を中止した経緯が数回ある。イシクラゲが生い茂りよく滑る状態にある。た

けふ菊人形開催時の臨時駐車場にしており、車両の立ち入りがあり望ましくない状

態である。何度も整備を要望しているが全く回答がない。 

A:確認して報告する。 

 



【振興会】 

要望 回覧板などの自治会の案内 ・保育園への情報提供（毎年） など、紙媒体で

行っているため、DX 化を進めてほしい。 

 

【越前たけふ駅】 

Q:駅周辺の開発・整備について、もっと市民の意見を取り入れる機会を作って欲し

い。市が勝手に進めているように思う。 

A:地権者とそれを購入する企業の問題なので、市民の声を反映していくのは難しい。 

 

【広報】 

要望 一市民でも理解しやすい市政情報を発信して欲しい。 

 

【スポーツ振興】 

要望 降雨時でもウオーキングなど体を動かせる施設を増やしてほしい。アイシンアリ

ーナでポールを使ってのウオーキングが禁止となった。ポール使用は施設を傷

めず安全なのに理解が出来ない。 

 

【公園】 

Q:公園（平出二丁目、石原公園）の遊具を整備する話を聞いたが、進捗がない。 

A：調べて回答する。時間がかかる場合もあるので、そこは承知いただきたい。 

 

【河川】 

Q:河濯川に草が生い茂っている。浚渫工事を進めて欲しい。 

A:かつて県に町内で要望して、蛍のために草を生やすようにしてもらった経緯がある

ので、慎重に要望する必要がある。地区の意思を統一したうえで要望をあげてもら

いたい。 

 

 

令和 6 年 11 月 23 日     越前市議会議長 殿  

第 2 班 班長 土田 信義 


